




横穴式石室を採用し始めた早い時期の古墳であると共

に、優れた副葬品を出土した同時期の山津照神社古墳

(近江町:前方後円墳@全長63m7)や鴨稲荷山古墳

(高島町:前方後円墳・全長50m7)などと様相が極め

て似通っていることが指摘されており、今後の出土遺

物や墳丘調査の進展が待たれる。

(中主町教育委員会辻広志)

調査は、小堤土地改良区の団体営問場整備に伴う調

査で 3基の古墳を発掘した。 l号墳は、産径 8mの円墳

で、南口する横穴式石室であるが、用地外のため未調

査である。 2号;墳は、南側に関口するI11
1高1.8x長さ7.2

mの無袖式横穴式石室が内部主体で、玄室は、後世-に撹

しく、須恵器・土締器・鉄万@耳環が床面より

10cmJ二に散乱した状態であった。しかし、 29点の土器
すえむら

が実測でき、陶邑TK43型式に造墓時期を求めること

が可能で、ある。 3号墳は、床面は保再できるため未調

査であるが、*高1.6X長さ4.2m前後の無袖式横穴式居

室である。石材は、すでに抜き取られたとみられ、多

く基石を残すのみである。時期は、 6 佐紀末~7 世紀

前半と考えられる。 4号墳は、幅1.7~1. 8mx長さ 8.4

mの長大な無袖式横穴式石室である。玄室の碁石を残

す程度であるが、石材が大振りで、床面に全体の%を

埋めて据えている。また、石室内より、須恵器の装飾

査と杯が出土しており、陶邑TK209型式に比定でき

る。石室規模から推察すると、群内の盟主墳と考えら

れる。このように、 2基について調査したが、保存状

態が悲し詳細は不明なものの、吉祥寺吉墳群が、 6

世紀後葉~7 世紀前半の無制!式横穴式石室を内部主体

とする古墳群であることが判明した。特に、北100mの

は、 7世紀前半を中心とする小堤遺跡集落(報

が存在しており、向一時期のもので、注目され

る。いずれにせよ、群集填ーが、等質的な規模@副葬品

と去う、通有の理解が主流を占める群集墳研究の中、

実態としては、中核基の存在が認められる。この点が、

今後、群構成の上で見失なってはならない規点と考え

られる。

等質的とされる群集墳にも、階層制が存在しており、

被葬者が全て有力家長層といった通説的理解について、

今後、解明すべき重要な問題だと思われる。

(野洲町教育委員会花田勝広)

18.横穴式石室副葬品に初期文字資料
こしのはら さくらIfさま

野j~IItl IBJ小篠原桜生古墳群

桜生古墳群は、三上山から北に続く丘陵のひとつで

ある田中山の北西麓、細谷山と大岩山の山麓部に位罷

する。総数日基の古墳群で、径約10"-'20m前後の中規模

クラスの円墳からなる。

この古壌群の北側にはこの地域の首長層代々の墳墓

とされる大岩山吉墳群が、南側には小規模円墳からな

る福林寺古墳群や田中山吉墳群があり、後期古墳群の

あり方にその被葬者集団相の違いを伺うことができる。

発掘調査を行ったのは第 7号墳で、径約14m・高さ約

4mの規模をもっ円墳、横穴式石室を内部主体にもつ。

横穴式石室は左片袖式で、全長約8.9m、玄室長約4.4

mol幅約2.0111を測る。

出土した遺物は、古墳の築造過程に伴うものと、石

室内への副葬品、平安~鎌倉期の土器類に大別するこ

とができる。古墳の築造過程に伴うものは、墳丘盛土

の基底部付近から出土しており 6世紀後葉という築造

時期を推定させるものである。副葬品は、その大半が

石室外に斑棄された状態で出土している。 7世紀前半

の土器類が多数みられ、ヘラ書き文字を刻した須惑器

の短頚査もこれらと共に出土している。

まれており、

と解説される。 5文字目の

は「おびとJと読み氏姓制度の姓とみられ、「此者」以

下には人名が記されていると考えられる。氏姓制度の

地方への浸透や大和政権と地方氏族との関係、古墳の

墳形@規模と古墳被葬者の身分@階層性との関係など、

多くの検討課題を提供する貴重な資料であるといえる。

( ~財)滋賀県文化財保護協会大崎哲人)

19.大型方形周溝墓と中世集落を検出
えのベ

野洲町久野部 久野部遺跡

野洲町教育委員会では、昨年 2月より宅地造成に先

立って久野部遺跡の発掘調査を実施している。調査地

は湖南消防組合東消防署に隣接する位誼で、現在の行

政毘では大字久野部に属するが、遺跡の立地は、むし

ろ富波遺跡の一角に含められる。調査申請地約2，800m2
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